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千円

　【担当課： 健康文化部くらしと文化室市民活動推進課 】

　事業の目的、効果

　内容

　主な経費

　財源内訳

　集会施設整備費補助事業 当初予算額 3,280

予 算 科 目 款：② 総務費 項：(1) 総務管理費 目：17 自治振興費
第４次高砂市総合計画後期基本計画 １－１－３－１　コミュニティ活動の支援

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略 １－４－５　市民活動の活性化支援

・コミュニティ活動の活性化や参画拡大を促進するため、集会施設を建設しようとする自治会等に
対し、その建設に要する費用を補助するものです。

【補助の対象】
○団体 自治会、町内会その他地域住民で組織するもので高砂市連合自治会に加入している

もの及びそれが連合したもの
○施設 地区住民が設置運営する施設で集会等の場として使用する建物（市所有建物を除く）

・集会施設を建設し、又は有償で取得しようとするもの（土地取得費用は除く）
・建物の主要構造部について行う大規模な修繕（建築基準法第2条14号）をするもの
・既設の集会施設の一部を増築し、改築し、又は修繕しようとするもの

【補助対象事業及び補助金額】
（１）補助金額は予算範囲内とし

○新築・取得・大規模修繕で補助対象事業経費の１／３を補助 （補助限度額は別に定める）
○増改築（耐震工事・バリアフリー工事含む）・修繕で補助対象事業経費の１／２を補助

（３００万円を上限）
（２）補助対象経費 ５０万円以上の事業が対象
（３）当該年度内に完了する事業が対象

・役務費 １８千円

・負担金補助及び交付金 ３，２６２千円

・市の負担額 ３，２８０千円
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千円

　【担当課： 健康文化部くらしと文化室市民活動推進課 】

　事業の目的、効果

　内容

　主な経費

　財源内訳

第４次高砂市総合計画後期基本計画 １－１－３－１　コミュニティ活動の支援

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略 １－４－５　市民活動の活性化支援

　高砂にこにこポイント制度事業 当初予算額 7,658

予 算 科 目 款：② 総務費 項：(1) 総務管理費 目：17 自治振興費

・市民の健康増進、参画と協働の推進、文化・スポーツの興隆、商業の活性化に取り組み、
市民がいつもにこにこ笑顔で暮らせるまちづくりを目指すことを目的としています。

・本市とイオン㈱との協定により、ご当地ＷＡＯＮカードを発行し、市民等へ配布します。当
該カードに、健診受診や各種講座・イベントなどに参加することにより、本市独自のポイン
ト「にこにこポイント」を貯めることができます。貯まったポイントを地域産品等が当たる抽
選参加資格に換えられるなど、行政サービスや市民活動に付加価値を与えて地域活性化
を図ります。
平成２８年９月から制度をスタートし、多くの方に参加いただいています。
制度の充実を図るため、ポイントを付与する事業を順次拡大しています。
○新たなポイント付与対象事業

・いきいき百歳体操
・健康チャレンジポイント制度
・高砂愛Ｑ診断 等

・賃金 １，９４１千円

・委託料 ２，４６３千円

・国庫支出金 ３，６７６千円

・諸収入 ５千円

・市の負担額 ３，９７７千円

・市民の健康増進、参画と協働の推進、文化・スポーツの興隆、商業の活性化に取り組み、市民
がいつもにこにこ笑顔で暮らせるまちづくりを目指すことを目的としています。

・本市とイオン㈱との協定により、ご当地ＷＡＯＮカードを発行し、市民等へ配布します。当該
カードに、健診受診や各種講座・イベントなどに参加することにより、本市独自のポイント「にこ
にこポイント」を貯めることができます。貯まったポイントを地域産品等が当たる抽選参加資格に
換えられるなど、行政サービスや市民活動に付加価値を与えて地域活性化を図ります。
平成２８年９月から制度をスタートし、多くの方に参加いただいています。
制度の充実を図るため、ポイントを付与する事業を順次拡大しています。
○ポイント付与対象事業

・いきいき百歳体操
・健康チャレンジポイント制度
・高砂愛Ｑ診断
・生ごみ処理機購入助成事業 等

・賃金 １，９４１千円

・委託料 ２，４６３千円
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千円

　　　【担当課： こども未来部未来戦略推進室 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

【補助内容】

交付
限度額

予算額

1回
５万円

30万円

1回
20万円

200万円

【事業例】

　　主な経費

　　財源内訳

1団体４回まで（累計）
(1年1回)

＜タイプⅠ＞
グループ設立支援型

補助タイプ

　未来戦略推進活動支援補助事業 当初予算額 2,300

予 算 科 目 款：② 総務費

交付回数

項：(1) 総務管理費

総合戦略に基づく施策の推進活動
に取り組む市民組織を設立し、地域
で活動をするための初期活動経費

第４次高砂市総合計画後期基本計画 １－１－３－１　コミュニティ活動の支援

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略

対象事業

１団体１回のみ（累計）

目：17 自治振興費

１－４－３　地域づくり・人づくりの支援

市民組織（既存含む）が、総合戦略
に基づくテーマを設定し、地域で実
現するまでの活動経費

ふるさとへの愛着と誇りを育てます

・女性会議の設立
・若者層や子育て世帯に魅力的なまちにするための研究・提案・活動

・若者会議の設立
・ブライダル都市をアピールするための企画・提案・活動

・地域の課題の解決をするための研究・提案・活動
・地域の良さを発掘し、発信するまちづくり活動

テーマ 活　動

＜タイプⅡ＞
戦略活動
支援型

ひと(女性)が輝くまちづくりを進めま
す

若者の夢をかなえる仕組みをつくり
ます

・「たかさご未来総合戦略（以下、「総合戦略」という。）」の施策を推進するため、市民活動グ
ループの設立や活動経費の一部を補助する。

・総合戦略の施策に基づくテーマを設定し、地域（小学校区の区域以上の範囲）で活動に取り
組むグループの設立や活動（新規又は拡充のものに限る）に必要な経費の一部を補助する。

・負担金補助及交付金 ２，３００千円

・市の負担額 ２，３００千円
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千円

　　　【担当課： こども未来部未来戦略推進室 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　（予定件数：家賃補助５０件）

　　主な経費

　　財源内訳

目：17 自治振興費
第４次高砂市総合計画後期基本計画 １－１－３－２　移住・定住・交流の促進

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略 ２－３－２　「結びのまち」の体系化

当初予算額 6,570　新婚世帯家賃等補助事業

予 算 科 目 款：② 総務費 項：(1) 総務管理費

・若い世代の人口減対策として新婚世帯の市内への移住・定住を支援し、元気な
まちづくりを図るため、市内の民間賃貸住宅に居住する新婚世帯等に対して家賃
の一部を補助します。

また経済的理由で結婚に踏み出せない若者を支援するため、世帯年収が３４０
万円未満の新婚世帯に対して、市内の民間賃貸住宅に居住する家賃の一部に加
えて引越費用を補助します。

・

・負担金補助及び交付金 ６，５７０千円

・国庫支出金 １，１３４千円

・市の負担額 ５，４３６千円

・新規に婚姻した世帯に対し、結婚に伴う新生活のスタートに係る家賃及び新居
への引越費用の一部を支援します。

（家賃） 上限１万円×１２箇月分の１２万円
※対象は、世帯年収６００万円未満の世帯

（引越費用）上限６万円

※対象は、世帯所得３４０万円未満の世帯のみ
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千円

　　　【担当課： こども未来部未来戦略推進室 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　（予定件数：２５０件）

　　主な経費

　　財源内訳

１－１－３－２　移住・定住・交流の促進

２－３－２　「結びのまち」の体系化

　新婚・子育て世帯新築住宅取得奨励金事業 当初予算額 14,000

　　例）床面積100㎡　評価額7,000,000円の住宅の場合（額はあくまで一例です）

予 算 科 目

第４次高砂市総合計画後期基本計画

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略

款：② 総務費 項：(1) 総務管理費 目：17 自治振興費

・本市の若い世代の移住定住の増加を図り、地域の活力と魅力ある元気な街づくりを実現
するため、市内に新築住宅を取得した新婚又は子育て世帯 (２世帯住宅も可）に対して、

・市内に住宅を新築または取得し居住した、新婚・子育て世帯に対して、税制措置による
固定資産税（家屋分）新築軽減額相当額を翌年度に奨励金として１年分交付する。（適用
対象の要件を満たしている家屋分の固定資産税の1年目の負担が実質なくなる。ただし、
土地にかかる固定資産税と都市計画税は対象外。）

（新築住宅）
平成28年1月2日から平成31年1月1日までの期間に新婚・子育て世帯が居住のために高砂市内

に新築または購入した住宅のこと

（新婚世帯）
平成２５年４月１日以降に婚姻し、婚姻日における夫婦の年齢の合計が満８０歳未満であること

（子育て世帯）
平成１７年４月２日以降に生まれた子どもと住民票を同一とする世帯のこと

・負担金補助及交付金 １４,０００千円

新築住宅（家屋）に課
税される固定資産税額

（例）98,000円

税制措置による減額措置
1/2減額 49,000円

減額後の固定資産税額
49,000円

奨励金として
49,000円交付

1／2→

家屋の固定資産税が１年間実質負担なし（都市計画税は除く）

・市の負担額 １４,０００千円
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千円

　　　【担当課： こども未来部子育て支援室子育て支援課 】

　　事業の目的、効果
　 ・平成２７年３月に策定した高砂市子ども・子育て支援事業計画（平成２７年度から
   平成３１年度までの５箇年計画）の第２期計画策定に伴い、ニーズ調査を実施し、
　 平成３１年度にかけて計画の策定を行う。

　　内容
　・（仮称）「高砂市子ども・子育て・若者支援プラン」策定業務委託料　　　　２，１２８千円
　ニーズ調査の調査対象は就学前児童保護者と小学生保護者それぞれ１５００件ずつを予定
　しており、対象者を抽出し,郵送配布、調査票の回収を行い、データ入力、集計、分析、
　調査報告書の作成を委託する。各種子育て支援サービスの利用状況や希望を把握し
　計画策定の基礎資料とする。

　　主な経費

　　財源内訳

第４次高砂市総合計画後期基本計画 ２－１－２－３　青少年（若者）への支援

２－１－３　ひとり親家庭の自立支援

２－１－２－１　子育て支援の充実

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略 ２－１－２　子育て環境の整備

　子ども・子育て・若者支援事業計画策定事業 当初予算額 2,128

予 算 科 目 款：③ 民生費 項：(3) 児童福祉費 目：1 児童福祉総務費

・委託料 ２，１２８千円

・市の負担額 ２，１２８千円
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千円

　　　【担当課： こども未来部子育て支援室子育て支援課 】

　　事業の目的、効果
　・現在、保護者が就労している場合等において、子どもが病気の際に自宅での保育が
  困難な場合があり、こうした保育需要に対応するため、病児保育所において病気の児童を
 一時的に保育をしている。平成３０年度よりさらに保育所等において保育中に体調不良と
　なった児童への緊急対応を行うことで、 安心して子育てができる環境を整備し、児童の
　福祉の向上を図ることを目的とする。

　　内容
　・保育所等において、体調不良になった児童を保護者の依頼で病児保育所の看護師等が
　タクシーで迎えに行き、病院で受診後病児保育所で預かるサービスとなっている。
　病児保育所が送迎するサービスは県下で初めて実施される。
　・タクシーによる送迎を原則としており、タクシー代は利用者負担となっている。

　　主な経費

　　財源内訳

項：(3) 児童福祉費 目：3 児童措置費
第４次高砂市総合計画後期基本計画 ２－１－２－１　子育て支援の充実

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略 ２－１－３　多様な保育形態の充実

 病児保育事業補助金（送迎加算） 当初予算額 96

予 算 科 目 款：③ 民生費

・負担金補助及び交付金 ９６千円

・市の負担額 ３２千円

・国庫支出金 ３２千円

・県支出金 ３２千円
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千円

　　　【担当課：こども未来部 幼児保育課 】

　　事業の目的、効果
 　「高砂市子ども・子育て支援事業計画」に基づき、子育て世帯の多様なニーズに対応でき、
 　保育園・幼稚園の良い機能を併せ持つ、質の高い幼児教育・保育が提供できるよう、梅井
 　保育園園舎の老朽化による建て替えに併せて、伊保幼稚園と一体化のうえ、平成３１年度
   より認定こども園に移行する。

　　内容
【保育所費　　　６，５０７千円】
　・新園舎で必要となる保育教材備品の購入にかかる経費
　（食器類） 　　　１８４千円
　（教材備品） 　６，３２３千円

【保育所建設費　　　１，７９６千円】
　・建替え工事において必要となる経費
　（手数料）
　建築確認申請等手数料　　　　　　８３千円
　（委託料）
　測量委託料　　　　　　１，７１３千円

　　主な経費

　　財源内訳

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略

 梅井保育園整備事業 当初予算額 8,303

款：③ 民生費 項：(3) 児童福祉費

款：③ 民生費 項：(3) 児童福祉費 目：6 保育所建設費

目：5 保育所費
予 算 科 目

第４次高砂市総合計画後期基本計画 ２－１－２－１　子育て支援の充実

・需用費 １８４千円 ・役務費 ８３千円

・委託料 １，７１３千円 ・備品購入費 ６，３２３千円

・市の負担額 ８，３０３千円
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千円

　　　【担当課： こども未来部 幼児保育課 】

　　事業の目的、効果
　「高砂市子ども・子育て支援事業計画」に基づき、子育て世帯の多様なニーズに対応でき、
　保育園・幼稚園の良い機能を併せ持つ、質の高い幼児教育・保育が提供できるよう、曽根
　地区、米田地区の保育園・幼稚園を一体化のうえ、平成３２年度より認定こども園に移行する。

　　内容
【曽根地区　　　２４，６９５千円】
　・整備工事において事前に必要となる経費
　（手数料）
　不動産鑑定、建築確認申請等手数料　　　　　　９５０千円
　（委託料）
　測量委託料　設計委託料　　　　　　２３，７４４千円
　（土地購入）
　土地購入費　　　　　　１千円

【米田地区　　　３３，２３５千円】
　・整備工事において事前に必要となる経費
　（手数料）
　建築確認申請等手数料　　　　　　２３５千円
　（委託料）
　設計委託料　　　　　　３３，０００千円

　　主な経費

　　財源内訳

目：6 保育所建設費
第４次高砂市総合計画後期基本計画 ２－１－２－１　子育て支援の充実

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略

　保育園・幼稚園整備事業 当初予算額 57,930

予 算 科 目 款：③ 民生費 項：(3) 児童福祉費

・役務費 １，１８５千円

・委託料 ５６，７４４千円

・地方債 ４１，５００千円

・市の負担額 １６，４３０千円
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千円

　　　【担当課： こども未来部幼児保育課 】

　　事業の目的、効果
　（目的）（効果）
　・幼児期にふさわしい生活環境を提供するため、荒井幼稚園に空調設備を導入する。

　　内容

　・荒井幼稚園に空調設備を導入するための設計業務委託料

 　設置工事設計業務等委託料 　　　３，１８６千円

　　主な経費

　　財源内訳

　荒井幼稚園空調整備事業 当初予算額 3,186

予 算 科 目 款：⑪ 教育費 項：(4) 幼稚園費 目：5 幼稚園建設費
第４次高砂市総合計画後期基本計画 ２－１－２－１　子育て支援の充実

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略

・委託料 ３，１８６千円

・市の負担額 ３，１８６千円
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千円

　　　【担当課： 健康文化部健康市民室健康増進課  】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

２－１－２－２　結婚、出産への支援

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略 ２－３－３　妊娠・出産支援

第４次高砂市総合計画後期基本計画

　産後ケア事業 当初予算額 4,007

予 算 科 目 款：④ 衛生費 項：(1) 保健衛生費 目：1 保健衛生総務費

報償費 １，５７８千円

委託料 ２，３８４千円

事務費 ４５千円

・国庫補助金 ２，００３千円

・市の負担額 ２，００４千円

＜目 的＞

分娩施設退院後から一定の期間、病院、診療所、助産所等が設置する場所又は対象者の居宅

において助産師等の看護職が中心となり母子に対して母親の身体的回復と心理的安定を促進す

るとともに、母親自身がセルフケア能力を育み母子とその家族が健やかな育児ができるよう支援し

ます。
＜効 果＞

退院直後の母子に対して心身のケアや育児のサポートをすることにより産後うつの予防や新生
児への虐待予防等を図る観点から産後の初期段階における母子に対する支援を強化し、産後も
安心して子育てができる支援体制の確保が期待できます。

＜実施内容＞

退院直後の母子に対して心身のケアや育児のサポート等きめ細かい支援を実施します。

原則として(1)及び(2)を実施、必要に応じて(3)から(5)を実施します。

(1)褥婦及び新生児に対する保健指導及び授乳指導（乳房マッサージを含みます）

(2)褥婦に対する療養上の世話

(3)産婦及び乳児に対する保健指導

(4)褥婦や産婦に対する心理的ケアやカウンセリング
※褥婦： 出産直後から６～８週の期間にある産婦

(5)育児に関する指導や育児サポート等

＜対 象 者＞

以下のア～ウをもとに、市がアセスメントし、利用者を決定します。

ア 家族等から十分な家事及び育児など援助が受けられない者

イ 産後に心身の不調又は育児不安等がある者

ウ その他特に支援が必要と認められる者

＜実施方法・実施場所等＞

①宿泊型・・・病院、助産所等の空ベットの活用等により、宿泊による休養の機会の提供等を実

施します。

②通所型・・・個別・集団で支援を行える施設において、日中、来所した利用者に対し実施します。

③訪問型・・・実施担当者が利用者の自宅に赴き実施します。

※利用料については、一部負担金が必要です。
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千円

　　　【担当課： 健康文化部健康市民室健康増進課  】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

２－１－２－２　結婚、出産への支援

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略 ２－３－３　妊娠・出産支援

第４次高砂市総合計画後期基本計画

　妊婦健康診査費助成事業 当初予算額 9,135

予 算 科 目 款：④ 衛生費 項：(1) 保健衛生費 目：1 保健衛生総務費

※拡充分※

需用費 ３５千円

負担金補助及び交付金 ９，１００千円

・市の負担額 ９，１３５千円

＜目 的＞

妊婦と赤ちゃんの健康を守り、安心して出産を迎えるために、妊婦健康診査に要する費用への

助成を拡充し、妊婦の健康増進を図る。

＜効 果＞
経済的負担の軽減により妊婦が安心して妊娠、出産にのぞめる。

＜拡充内容＞

助成する妊婦健康診査に要する費用は、病院、診療所又は助産所で実施する次に掲げる妊婦

健康診査を１４回受診する費用とし、その限度額を８２，０００円（４，０００円券１２枚、１１，０００円

券２枚、１０００円券１２枚）から、９６，０００円（５，０００円券１２枚、１２，０００円券２枚、１，０００円

券１２枚）にする。

＜対 象 者＞

市内に住所を有する妊婦

＜交付場所＞

保健センター（子育て世代包括支援センター）

平成３０年４月１日以前の助成券交付者については、３市２町の協力医療機関では、旧助成

券を使用。

県下広域の協力医療機関では、新助成券に変更して使用、又は、償還払いで対応する。

＜拡充開始日＞

平成３０年４月１日

＜周知方法＞

広報、ホームページ等
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千円

　　　【担当課： 健康文化部健康市民室健康増進課  】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

２－２－２　安全・安心な医療体制の充実

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略

第４次高砂市総合計画後期基本計画

　一次救急医療定点化整備事業 当初予算額 4,389

予 算 科 目 款：④ 衛生費 項：(1) 保健衛生費 目：1 保健衛生総務費

・負担金補助及び交付金 ４，３８９千円

・市の負担額 ４，３８９千円

＜目 的＞

２市２町（高砂市・加古川市・稲美町・播磨町）の広域行政で設置している加古川夜間急病セン

ターの施設老朽化対策や、医師会に委託している在宅当番医制である休日昼間の一次救急医

療の安定的な医療体制を構築するために、定点化による休日夜間一次救急医療施設を整備しま

す。

＜効 果＞

市民の利便性の向上につながる。

平成３３年度中の開設を目指して準備を進めていく。

平成３０年度は、建設にかかる基本設計等を実施する。

※夜間急病等対策部会において、意見調整及び方向性を示していく。

また、東播臨海広域行政協議会の審議会の議題となり、協議される。
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　　　　当初予算額 29,000 千円

　　　【担当課： 市民病院事務局総務課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

　市民病院外来トイレ改修事業

第４次高砂市総合計画後期基本計画

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略

予 算 科 目 病院事業会計

２－２－２　安全・安心な医療体制の充実

・外来トイレ（玄関ホールトイレ、検査室前トイレ）については、設備の老朽化、及び高
齢の患者の増加に伴い、身体の負担がより少ない洋式トイレに全て変更します。併せ
て内装・レイアウト変更の改修を実施することにより、患者さまに配慮した利用しやす
い環境を構築します。

・玄関ホールトイレ、検査室前トイレについて、和式と洋式が混在しているものを身体の負
担がより少ない洋式トイレに全て変更、及び内装・レイアウトを変更することにより、患者さ
まに配慮した利用しやすいトイレへの改修工事を行います。

・施設改良費 ２９，０００千円

・市債 ２９，０００千円
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千円

　　　【担当課： 教育部学校教育室学校教育課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

・様々な分野で活躍する特定の分野で専門性の高い人材を学校へ派遣し、講話
や実演を行います。
　
・講師から、感動を与える考えやひらめきに至るまでの軌跡等を学びます。
　
・商品・作品開発に至る過程における意気込みやこだわりについて学びます。

　プロから学ぶ創造力育成事業 当初予算額 300

予 算 科 目 款：⑪ 教育費 項：（3） 中学校費 目：4 教育振興費
第４次高砂市総合計画後期基本計画 ３－１－２　学校教育の充実

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略 ２－２－３　家庭・地域での教育力の向上

・中学生を対象に、特定の分野で専門性の高い人材を招聘し特色ある教育活動を推
進するとともに、より豊かな感性を働かせ、新たなアイデアを生む力を身に付ける機
会を支援します。

･報償費 ３００千円

・県支出金 １５０千円
・市の負担額 １５０千円
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千円

　　　【担当課： 教育部教育推進室教育総務課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　関連事業

　　主な経費

　　財源内訳

第４次高砂市総合計画後期基本計画 ３－２－１　教育環境の充実

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略 ２－２－１　教育環境の整備

　中学校施設建設事業 当初予算額 205,740

予 算 科 目 款：⑪ 教育費 項：(3) 中学校費 目：5 学校建設費

・人口減少社会に対応するため、たかさご未来総合戦略が基本目標に掲げる「結婚・出

産・子育ての「きぼう」をかなえる環境を創ります。」における施策「次代を担う子どもへの

教育を充実します。」の実現に向けて位置づけている、教育環境を整備するための取組の

ひとつとして、給食センターを建設するのにあわせて、市内５校の荷受室及び各階に配膳

室を増築します。

・給食センターから輸送トラックでコンテナを外部から直接搬入できる専用の荷受口等を設

置するものです。また、増築することによって耐震化されている既設の校舎に影響なく、給

食開始まで安全で衛生的な隔離された部屋が確保されます。

・

・工事請負費 １８８，０００千円

・手数料 ９０千円

・委託料 １７，６５０千円

・市債 １５２，５００千円

・市の負担額 ５３，２４０千円

・荒井中学校、竜山中学校、松陽中学校、宝殿中学校、鹿島中学校に荷受室及び各階

の配膳室を増築する経費

・ワゴンを各階へ運ぶ小荷物専用昇降機の設置費

・輸送トラックの配膳室への進入路の整備費

・各教室へワゴンで運ぶための段差解消等の校舎内改修費

・工事施工監理委託料

・学校給食センター建設事業 Ｐ１７
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千円

　　　【担当課： 教育部学校教育室学務課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　関連事業

　　主な経費

　　財源内訳

第４次高砂市総合計画後期基本計画 ３－２－１　教育環境の充実

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略 ２－２－１　教育環境の整備

　学校給食センター建設事業 当初予算額 16,930

予 算 科 目 款：⑪ 教育費 項：(3) 中学校費 目：5 学校建設費

・工事請負費 １５，２００千円
・負担金補助金及び交付金 １，５９８千円

・市債 １１，４００千円

・市の負担額 ５，５３０千円

・荒井中学校・松陽中学校・竜山中学校・宝殿中学校・鹿島中学校の生徒へ給食を提供す
るための、学校給食センターを新設します。

・中学校における給食は、生徒の心身の健全な発達に資する重要な役割を果たすものです。

センター方式で給食を提供することは、建設費・ランニングコストを抑えることができるととも

に、統一した衛生管理を行うことができ、５校すべての生徒へ一斉に給食提供を行えること

から公平な市民サービスが行えます。

平成３１年度中の給食開始に向け、平成３０年度から給食センターの本体工事を始めます。

あわせて、給食センターの下水道工事を行います。

１ 汚水管布設工事費

２ 下水道事業受益者分担金

給食センターの調理運搬等を民間委託するために、平成３０年度に業者選定を行います。

・中学校施設建設事業 Ｐ１６
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千円

　　　【担当課： 教育部教育推進室生涯学習課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

目：2 文化財保護費
第４次高砂市総合計画後期基本計画 ３－４－１　文化芸術の推進

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略
１－４－４　生涯学習の充実、文化芸術・スポーツ活動の振興
３－４－１　地域資源の発掘と活用

　史跡整備事業 当初予算額 1,510

予 算 科 目 款：⑪ 教育費 項：(5) 社会教育費

・報償費 １３０千円

・事務費 １６４千円

・負担金補助金及び交付金 １，２１６千円

・市の負担額 １，５１０千円

・平成29年度に策定された、国史跡「石の宝殿及び竜山石採石遺跡」整備計画にもとづき、史
跡の保存活用を図るため、史跡整備事業を実施します。

・史跡の価値を確実に保存し顕在化するための整備や、史跡を理解し活用を図るための整備
を推進します。

・史跡整備計画にもとづき、所有者が実施する整備事業に対し補助を行う。

国史跡 石の宝殿及び竜山石採石遺跡

整備イメージ図
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千円

　　　【担当課： 教育部教育推進室生涯学習課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

第４次高砂市総合計画後期基本計画 ３－４－１　文化芸術の推進

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略
１－４－４　生涯学習の充実、文化芸術・スポーツ活動の振興
３－４－２　観光拠点の整備

　工楽松右衛門旧宅保存管理事業 当初予算額 21,563

予 算 科 目 款：⑪ 教育費 項：(5) 社会教育費 目：2 文化財保護費

・需用費 １，０８０千円

・委託料 １０，９９４千円

・運営管理費 ９，４８９千円

・県支出金 ５，５００千円

・市の負担額 １６，０６３千円

・工楽松右衛門や工楽家の事績を示す、工楽家文書の調査を実施し、調査成果を建物内での

展示等に活かす。

・改修工事が終了した工楽松右衛門旧宅を公開し、高砂市の魅力ある歴史文化に対する市民

の理解を深める。

・平成28年度から実施している工楽家から寄託を受けた文書の調査を引続き実施し、その成果
を取りまとめるとともに、展示するために必要な準備を行う。
・工楽松右衛門旧宅等の公開のため、必要な維持管理経費を計上する。
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千円

　　事業の目的、効果

　　内容
●女性活躍推進講演会
　日時　平成３０年７月中旬
　場所　高砂市文化保健センター中ホール
　対象　市民（２００人）
　内容　「自分らしく生きる、働く、楽しむ（仮題）」
　講師　湯川　カナ（一般社団法人リベル学舎　代表理事）

●地元企業等就職面接会
　日時　平成３０年７月中旬
　場所　高砂市文化保健センター多目的ホール
　対象　就業を希望する女性対象

●女性活躍推進セミナー（全３回）
　日時　平成３０年１１月
　場所　高砂市文化保健センター多目的ホール
　対象　Ｍ字カーブの落ち込みとなる３０～４０歳代女性を対象　１回３０名
　内容　女性の地域での社会参加や主体的な就業を推進します。

●たかさご女性活躍推進会議

・開催予定回数　年３回

　　主な経費

　　財源内訳

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略 １－３－２　女性施策の充実

第４次高砂市総合計画後期基本計画

　内容　ハローワーク加古川と協働し、地元企業等と女性の就業希望者の面接会を行います。

　・子育て世代の働く女性、働きたい女性へ同世代の講師による「自分らしく生きる、働く、楽しむ」をテーマ
として女性の社会への参画を目指して講演会を開催します。

・女性の労働力率が出産・育児期に落ち込む、いわゆるＭ字カーブの底となる３０～４０歳代女性を対象に
ふだん見失いがちな自分の価値を再発見し、自信をもって地域社会での就業やさらなる活躍を実現するこ
とを目指してセミナーを開催します。

・委員構成　《「学識経験者」、「産業界」、「保育・子育て関係者」、「行政関係（ハローワーク
加古川）」、「住民代表（団体）」、「住民代表（公募）」、「医療・介護関係者」、「その他」》

　女性活躍推進事業 当初予算額 1,010

予 算 科 目 款：② 総務費 項：（1） 総務管理費 目：19 男女共同参画推進費

　　　【担当課： こども未来部未来戦略推進室 】

３－５－２　男女共同参画の推進

・報償費 １８２千円
・委託料 ５４８千円
・事務費 ２８０千円

・県支出金 ４３５千円
・市の負担額 ５７５千円
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千円

　　　【担当課： 消防本部消防課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

４－１－１　消防・救急体制の充実強化

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略

第４次高砂市総合計画後期基本計画

　消防施設整備事業 当初予算額 16,500

予 算 科 目 款：⑩　消防費 項：(1)　消防費 目：3　消防施設費

・負担金補助及び交付金 １６，５００千円

・市債 １６，５００千円

・消火栓の水量水圧調査を行い、支障消火栓を更新することで、火災発生時において、消防
活動に必要な水利を確保することができ、迅速、的確、確実な消火活動を実施できることが
可能となる。

・３０年未満のダグタイル配水管上に設置している消火栓の調査
米田地区２０２箇所、荒井地区１６６箇所、高砂地区３２箇所の計４００箇所の調査を実施する。
30年度予算要求額につきましては、29年度調査中の伊保地区１８３箇所、30年度調査予定の
米田地区２０２箇所の計３８５箇所とし、その箇所数を対象に実績（割合３％）に基づき１２箇所
とする。

※ 30年度調査完了する荒井地区１６６箇所、高砂地区３２箇所については、更新工事完了が
30年度内に困難なため31年度に更新することとする。また、高砂地区については、調査対象
消火栓数１１０箇所のうち30年度に３２箇所、31年度に７８箇所を調査する。
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千円

　　　【担当課： 治水対策室治水事業課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

４－１－２　防災意識の高揚と防災施設の整備
６－１－１　農業の活性化

４－２－１　治水対策の充実

　ため池改修事業（市ノ池地区ため池改修事業） 当初予算額 9,660

予 算 科 目

第４次高砂市総合計画後期基本計画

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略

款：⑥ 農林水産業費 項：(1) 農業費 目：4 農地費

市ノ池は堤体から漏水があることから、平成２６年度に警戒ため池の指定を行い、県事
業主体で平成２９年度に詳細設計、平成３０～３１年度に改修工事を行います。

・負担金補助及び交付金 ９，６６０千円

・市債 ８，６００千円
・市の負担額 １，０６０千円

H29 詳細設計

H30 改修工事

堤体工 L=176m
洪水吐工 1式
取水施設工 1式
仮設工 1式

H31 改修工事

張ブロック工 1式

市ノ池

国道２号

事業箇所

山陽本線
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千円

　　　【担当課： 治水対策室治水事業課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

４－１－２　防災意識の高揚と防災施設の整備
６－１－１　農業の活性化

４－２－１　治水対策の充実

　ため池改修事業（弟池地区ため池改修事業） 当初予算額 1,100

予 算 科 目

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略

款：⑥ 農林水産業費 項：(1) 農業費 目：4 農地費

第４次高砂市総合計画後期基本計画

弟池の堤体は、耐震調査の結果、大地震に耐える強度がないこと判明したことから、
県事業主体で平成３０年度に詳細設計、平成３１～３３年度に改修工事を行い、災害を
未然に防止するものです。

・負担金補助及び交付金 １，１００千円

・市債 ９００千円

・市の負担額 ２００千円

弟池

国道２号

事業箇所

山陽本線

H30 詳細設計

H31

H32

H33

ため池改修工事
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　　　　当初予算額 29,642 千円

　　　【担当課： まちづくり部土木管理室建設課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

自由通路耐震補強工事（杭工事、基礎工事、耐震ブレース工事、脱落防止工事等）
附帯工事（トイレ撤去・復旧工事、電気支障移転工事等）

　　主な経費

　　財源内訳

　宝殿駅自由通路耐震化事業　　　

予 算 科 目 款：⑧ 土木費 項：(2) 道路橋りょう費 目：2 道路維持費
第４次高砂市総合計画後期基本計画 ４－１－２　防災意識の高揚と防災施設の整備

　・平成３０年から平成３１年にかけて宝殿駅自由通路の耐震補強工事をＪＲ受託工事として実施
　　し、それに伴うトイレの撤去・復旧工事等を実施します。

　・宝殿駅自由通路の耐震化を実施することで、安全・安心な通行を確保します。

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略 ４－２－２　防災対策の充実

・委託料 １６，０００千円

・工事請負費 １２，６００千円

・国庫支出金 ３９６千円

・市債 １０，５００千円
・加古川市の負担金 １４，０５９千円
・市の負担額 ４，６８７千円
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千円

　　　【担当課： 治水対策室治水計画課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

４－１－２　防災意識の高揚と防災施設の整備

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略 ４－２－１　治水対策の充実

第４次高砂市総合計画後期基本計画

　河川改良事業（洪水対策） 当初予算額 341,500

予 算 科 目 款：⑧ 土木費 項：(3) 河川費 目：3 河川改良費

・委託料 １，５００千円

・工事請負費 ３４０，０００千円

・国庫補助 ７７，３００千円

・市債 ２３６，４００千円

・市の負担額 ２７，８００千円

・「第４次高砂市総合計画後期基本計画」及び「たかさご未来総合戦略」に基づき、市民の
安心・安全を確保するため、本事業を行います。

特に、平成23年9月台風12号で、松村川流域において床上浸水123戸及び床下浸水
1,026戸の被害が発生し、山陽電鉄の軌道が浸水して不通となるなど、被害解消が急務と
なっているため、早期の事業完了を目指します。

・委託料
曽根３８号橋架替に伴う事後調査 １，５００千円

・工事請負費
松村川護岸改修工事（３工区） １６０，０００千円
松村川護岸改修工事（３－２工区） １８０，０００千円
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千円

　　　【担当課： 治水対策室治水計画課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

４－１－２　防災意識の高揚と防災施設の整備

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略 ４－２－１　治水対策の充実

第４次高砂市総合計画後期基本計画

　河川改良事業（高潮対策） 当初予算額 985,740

予 算 科 目 款：⑧ 土木費 項：(3) 河川費 目：3 河川改良費

・委託料 ２０，０００千円

・工事請負費 ９２７，０００千円

・補償補填及び賠償金 ３８，３３０千円
・役務費 ４１０千円

・市債 ９６５，３００千円

・市の負担額 ２０，４４０千円

・「第４次高砂市総合計画後期基本計画」及び「たかさご未来総合戦略」に基づき、市民の安心・安
全を確保するため、本事業を行います。

さらに、準用河川松村川の河川改良事業（洪水対策）と併せて事業を進めることで、効果的に流
域の浸水被害解消を行います。

・委託料
松村川防潮水門積算業務委託 １０，０００千円
松村川排水機場積算業務委託 １０，０００千円

・工事請負費
松村川防潮水門建設工事 ６６８，０００千円
松村川排水機場建設工事（土木・建築） ２５９，０００千円

・補償補填及び賠償金
上水道管移設 ２２，３３０千円
関西電力柱移設 １６，０００千円

・役務費
手数料 ４１０千円
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千円

　　　【担当課： 治水対策室治水計画課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

目：3 河川改良費

４－１－２　防災意識の高揚と防災施設の整備

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略 ４－２－１　治水対策の充実

第４次高砂市総合計画後期基本計画

　雨水貯留施設設置助成事業 当初予算額 1,500

予 算 科 目 款：⑧ 土木費 項：(3) 河川費

・負担金補助及び交付金 １，５００千円

・国庫支出金 ７５０千円
・市の負担額 ７５０千円

・「高砂市総合治水推進計画」に基づき、市民参画の浸水被害の軽減に向けた取り組みと
して、雨水貯留施設の設置に対して助成を行います。

・助成内容
購入費及び設置費用の１/２を助成

（助成費用）限度額３万円
（予定件数）５０件

雨水貯留タンク設置例

８０リットルタンク
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千円

　　　【担当課： 上下水道部技術管理室下水道施設課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費
委託料 １８９,５００ 千円
工事請負費 ３４７,６００ 千円

　　財源内訳
国庫支出金 ２１９,７８８ 千円
市債 ３１７,３１２ 千円

４－１－２　防災意識の高揚と防災施設の整備

下水道事業会計

５－１－２　生活排水の適切な処理

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略 ４－２－１　治水対策の充実

　ポンプ場建設事業 当初予算額 537,100

予 算 科 目

第４次高砂市総合計画後期基本計画

・

・

・市内の浸水区域に対し、計画排水能力を確保するためポンプ場の新設・増設を行い、浸水被害軽減
のための整備を進めます。
・公共水域の水質保全や浸水被害軽減のため、老朽化したポンプ場について長寿命化計画に基づき、
計画的に施設等の更新及び増設工事を実施し、施設及び設備の長寿命化を図ります。

・島の川ポンプ場の増設工事について、引き続き日本下水道事業団に工事委託を行い、事業を進めま

す。

（債務負担Ｈ２９－Ｈ３１）

・沖浜ポンプ場、荒井ポンプ場及び藍屋町ポンプ場において施設及び設備の機能回復のための更新及

び増設工事を実施します。
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千円

　　　【担当課： 上下水道部技術管理室下水道施設課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費
委託料 １,０７３,０００ 千円
工事請負費 ３２１,４００ 千円

　　財源内訳
国庫支出金 ６８４,２２７ 千円
市債 ７１０,１７３ 千円

４－１－２　防災意識の高揚と防災施設の整備

下水道事業会計

５－１－２　生活排水の適切な処理

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略 ４－２－１　治水対策の充実

　終末処理場建設事業 当初予算額 1,394,400

予 算 科 目

第４次高砂市総合計画後期基本計画

・

・

・高砂排水区において、計画排水能力を確保するため高砂浄化センター雨水ポンプ施設の建設を行い、浸

水被害軽減のための整備を進めます。
・公共水域の水質保全のため、老朽化した伊保浄化センター中央監視設備、受変電設備及び建物につい
て、長寿命化計画に基づき、計画的な更新工事を実施し、施設の長寿命化を図ります。

・高砂浄化センター雨水ポンプ施設の建設工事について、引き続き日本下水道事業団に工事委託を行い、

事業を進めます。

（債務負担Ｈ２９－Ｈ３１）

・老朽化した伊保浄化センター中央監視設備について、機能回復のための更新工事を実施します。

（債務負担Ｈ３０）

・老朽化した伊保浄化センター受変電設備及び建物について、機能回復のための更新工事を実施します。

・下水道施設統廃合を行うための基本計画の策定を実施します。
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千円

　　　【担当課： こども未来部子育て支援室子育て支援課 】

　　事業の目的、効果

　　内容
　・防犯カメラ設置工事費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８５４千円

機器取付工事　　（モニター：１、レコーダー：１、電源ユニット：１、カメラ：２、USB：１）
ケーブル、電線管、副資材費、取付調整費、諸経費込み
７９０，０００円×１．０８

　　主な経費

　　財源内訳

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略 ２－４－３　防犯・交通安全対策の充実

　・北部子育て支援センターを利用する児童の安心・安全確保及び防犯対策のため、防犯カメラを設置し
ます。

　防犯カメラ設置事業 当初予算額 854

予 算 科 目 款：③ 民生費 項：(3) 児童福祉費 目：2 子育て支援センター費

第４次高砂市総合計画後期基本計画 ４－１－３　防犯と交通安全の推進

・工事請負費 ８５４千円

・市の負担額 ８５４千円
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千円

　　　【 担当課：  こども未来部子育て支援室幼児保育課 】

　　事業の目的、効果
　（目的）
　・教育・保育施設等の利用者の安全確保及び施設の保全を目的とする。
　（効果）
　・利用者の安心・安全確保　・犯罪抑止効果の向上　・万一の犯罪発生時の早期対応

　　内容

　・教育・保育施設に防犯カメラを設置する。

　　防犯カメラ設置工事費 １施設　８５３，２００円（税込み）
　　（電源ユニット、レコーダー、モニター、カメラ）
　　ケーブル、電線管、副資材費、取付調整、諸経費込み

　【設置対象施設】
　高砂こども園、中筋こども園、阿弥陀こども園、北浜こども園、荒井保育園
　荒井幼稚園、高砂児童学園

　　主な経費

　　財源内訳

４－１－３　防犯と交通安全の推進

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略 ２－４－３　防犯・交通安全対策の充実

第４次高砂市総合計画後期基本計画

防犯カメラ設置事業 当初予算額 5,974

款：③ 民生費 項：(3) 児童福祉費

予 算 科 目

目：5 保育所費

款：③ 民生費 項：(3) 児童福祉費 目：7 児童発達支援センター費

款：⑪ 教育費 項：(4) 幼稚園費 目：1 幼稚園管理費

・工事請負費 ５，９７４千円

・市の負担額 ５，９７４千円
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千円

　　　【担当課： 上下水道部技術管理室室浄水課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略

米田水源地再構築基本計画策定業務委託 当初予算額 17,183

予 算 科 目 水道事業会計
第４次高砂市総合計画後期基本計画 ５－１－１　安全・安心な水の供給

・委託料 １７，１８３千円

・市の負担額 １７，１８３千円

・既存施設の調査・分析により、機能性・健全性及び耐震性を診断・評価する。

・将来の水需要の予測。

・水道施設規模の適正化（ダウンサイジングを含む）、施設の更新等の再構築

計画案を作成する。

・上記再構築案について、費用対効果や分析等を行い、財政への影響を踏まえ

た最適な整備案を選定する。

・米田水源地内の取水施設、浄水施設などの耐震性能及び老朽化の検証を

行った上で、将来の水需要の見通しに基づく、合理的な水道施設の再構築を行

うための、基本計画を策定するものです。
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千円

　　　【担当課： 上下水道部技術管理室室浄水課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略

米田水源地施設更新事業 当初予算額 100,500

予 算 科 目 水道事業会計
第４次高砂市総合計画後期基本計画 ５－１－１　安全・安心な水の供給

・工事費 １００，５００千円

・工水特別負担金 ５８，１８０千円

・市の負担額 ４２，３２０千円

・口径３００㎜の水中ポンプ更新 １台、電動弁更新 １台、附属配管更新 １式

・歩廊整備、洗浄水配管更新、濃縮槽上面手摺設置、フロート敷設 １式

・水道水の水源の１つである、第１取水（浅井戸）の２台あるポンプの内の１台を

更新します。

本ポンプは平成４年度に更新されたものであり、老朽化が進んでいるため、安

定した水の供給のため更新するものです。

・排水処理施設のうち、汚泥濃縮槽を整備します。

本設備は老朽化した歩廊及び洗浄水配管の更新、作業中の安全確保のため

の手摺設置、安定した水処理のためのフロートを設置するものです。
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千円

　　　【担当課： 上下水道部技術管理室室浄水課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

　米田水源地バイオアッセイ設置工事 当初予算額 21,000

予 算 科 目 水道事業会計

バイオアッセイ イメージ図

５－１－１　安全・安心な水の供給

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略

第４次高砂市総合計画後期基本計画

・工事費 ２１，０００千円

・工水特別負担金 １２，５００千円

・市の負担額 ８，５００千円

・常時、川の水の安全を確認するため、浄水場の入口で毒物や有害な重金属

などの、わずかな混入に敏感に反応する生物（金魚・メダカ・コイなど）を使った

常時監視設備（バイオアッセイ）を導入します。

・水質監視装置室整備、場内給水・排水配管設置、監視装置設置、中央監視室

監視用PC設置

監視操作室

排水河川水

警 報

映 像
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千円

　　　【担当課： 生活環境部美化センター計画管理課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

第４次高砂市総合計画後期基本計画 ５－１－３　快適で衛生的な生活環境の向上と施設の整備

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略 ４－１－３　生活の質の向上

　電動式生ごみ処理機購入助成事業 当初予算額 900

予 算 科 目 款：④ 衛生費 項：(2) 清掃費 目：2 ごみ減量化・再資源化推進費

・重点課題であるごみ減量化、再資源化を進めるに当たり、減量効果の期待できる生ごみ

の堆肥化を進めるために、一つの手段として生ごみ処理機の購入費助成を行います。

・「高砂市電動式生ごみ処理機購入助成金交付要綱」に基づき、電動式生ごみ処理機を

購入した市民に対して、購入金額の半額（税抜・千円未満の端数切捨て・上限３万円）を助

成します。
予定数は３０台です。
・高砂にこにこポイント制度対象事業として、２０ポイント付与されます。

（平成３０年度から開始予定）

・負担金補助及び交付金 ９００千円

・リサイクル基金 ９００千円
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　　　　当初予算額 101,337 千円

　　　【担当課： 生活環境部広域ごみ処理施設建設推進室 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

　広域ごみ処理施設周辺道路整備事業

予 算 科 目

第４次高砂市総合計画後期基本計画

たかさご未来総合戦略

５－１－３　快適で衛生的な生活環境の向上と施設の整備

４－４－４　その他広域的な取組

広域ごみ処理事業特別会計

・

・

・

・

・

・東播２市２町（本市、加古川市、稲美町、播磨町）によるごみ処理広域化（可燃ごみ、不燃ご
み及び粗大ごみ）を実現するため建設する広域ごみ処理施設の工事中及び稼働開始後にお
いて、周辺環境の保全に努めるため、必要な整備を実施します。

・広域ごみ処理施設の建設中における工事関係車両及び稼働開始後におけるごみ搬入車両
による交通量の増加によって生じる沿道環境の騒音対策として、下記道路の舗装改修工事及
び後年度施工区間の実施設計を行ないます。

・委託料 ８，９７０千円

・工事請負費 ９２，３６７千円

・諸収入 ７９，１８５千円

・市の負担額 ２２，１５２千円
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千円

　　　【担当課： 生活環境部環境経済室環境政策課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略

1,000

目：4 環境保全対策費

　環境学習啓発推進事業 当初予算額

予 算 科 目 款：④ 衛生費 項：(1) 保健衛生費
第４次高砂市総合計画後期基本計画 ５－２－１　地域環境の保全

第２次高砂市環境基本計画に掲げる基本目標の一つである「環境学習」に沿って、主に将来を
担う子供たちの環境意識向上に向けた様々な啓発推進事業を実施し、学びを通じ環境行動力を
育むことに役立てる。

〇「ヘアリーベッチ」による人と環境にやさしい農業体験 830千円
（事業内容）
市内の幼稚園・保育園及びこども園の園児を対象に、緑肥「へアリーベッチ」を活用した化学肥

料によらない環境にやさしい農業（田植え・稲刈り）を体験することにより、環境保全の大切さを学
ぶことを目的とし環境学習指導員のもと、もち米の田植えや稲刈りといった体験型環境学習を実
施する。

〇アサリ稚貝放流体験と環境学習 141千円
（事業内容）
市内の幼稚園・保育園及びこども園の園児を対象に、アサリ稚貝の放流体験及び、講師による

環境学習を通じて、身近な沿岸漁業の役割や水質浄化の仕組み、重要性について学び環境保全
や自然環境に興味をもつことを趣旨とし、瀬戸内海を豊かで美しい里海として残して行くことの大
切さを次世代に継承することを目的としアサリ稚貝の放流体験と環境学習に関する教室を実施す
る。

〇自然観察会 29千円
（事業内容）
森林やため池の整備が地球環境に与える影響を学ぶことで人と自然の関りや環境について考

える機会を設けることを目的とし親子で目的地までウォーキングした後、環境学習指導員による森
林やため池の説明と木工教室を開催する。

・報償費 ２４３千円

・旅費 ４千円
・需用費 ８０千円

・使用料及び賃借料 ６７３千円

・寄附金 １，０００千円
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千円

　　　【担当課： 生活環境部環境経済室環境政策課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

　家庭用燃料電池システム設置補助事業 当初予算額 3,000

予 算 科 目 款：④ 衛生費

４－１－３　生活の質の向上
た か さ ご 未 来 総 合 戦 略

項：(1) 保健衛生費 目：4 環境保全対策費

５－２－１　地域環境の保全第４次高砂市総合計画後期基本計画

１－１－３　良好な住宅地の確保

・平成２４年３月策定「高砂市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」に基づき、温室効果ガス

の排出量削減に取り組んでいますが、高砂市における温室効果ガスの排出量の推計値は、平成

２８年度においても基準年度としている１９９０（平成２）年度と比べ増加し、計画通りの進捗が難し

い状況です。

・特に、家庭部門においては基準年度の約1.8倍の増加となっております。

・「高砂市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」では、家庭部門での削減行動の指標として、

①家庭用太陽光発電システム設置件数②高効率給湯器導入件数③エコカー導入台数を設定し

ていますが、中でも、高効率給湯器の導入件数が目標と比べ進捗が思わしくないのが現状です。

・高砂市内の自らがお住いの住宅に、国のエネファーム設置補助を受けてエネファームを
設置する方に、１件につき５万円の補助をします。

・高砂市に市税の滞納がない方の申請に限ります。

・工事施工業者は市内・市外を問いません。

・１住宅につき１回の補助です。

・負担金補助及び交付金 ３，０００千円

・市の負担額 ３，０００千円

目標値

57
63

実績値

111
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家庭部門の温室効果ガス排出量（千t-CO₂）・家庭や日常生活での温室効
果ガス排出の削減について
協議する「高砂市地球温暖化
対策地域協議会」において、
省エネ・省CO₂に寄与する機
器の導入に対する補助は、有
用であるとの意見が多数あり
ました。
・平成２７年度から、高効率給
湯器の中でも特に省エネ・省
CO₂に効果があり、将来のエ
ネルギー技術を担う水素を活
用した「家庭用燃料電池シス
テム（エネファーム）」への補
助を行っています。
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　　　　当初予算額 5,969 千円

　　　【担当課： まちづくり部土木管理室建設課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

４－１－１　駅前再整備とコンパクトシティの検討

　ＪＲ曽根駅周辺整備事業

予 算 科 目 款：⑧ 土木費 項：(2) 道路橋りょう費 目：3 道路新設改良費
第４次高砂市総合計画後期基本計画 ５－３－１　快適な居住環境の整備
た か さ ご 未 来 総 合 戦 略

・ＪＲ曽根駅からのアクセス改善と駅周辺整備
現在ＪＲ曽根駅周辺につきまして、交流拠点の核であるため、駅利用環境の強化を含めた

交通の利便性を図るとともに、駅前にふさわしい街として都市基盤の再編整備に取り組みま
す。

北側駅前広場において安全で快適な空間の整備として、歩車分離による安全な動線や利
用の快適な歩行空間の確保を行います。また、アクセス道路の整備により、周辺地域の活
性化と利便性の向上を図ります。

・ＪＲ曽根駅の北側駅前広場整備に
係る用地測量等を行います。

・委託料 ５，４００千円

・鑑定料 ４００千円

・市の負担額 ５，９６９千円
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千円

　　　【担当課： まちづくり部まちづくり推進室都市政策課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

補助率
 1/2
 2/3

　　主な経費

　　財源内訳

2/3
補助額

上限133万2千円

補助タイプ

住宅型〈若年・子育て支援タイプ〉

当初予算額

補助率

款：⑨ 都市計画費 目：1 都市計画総務費

５－３－１ 快適な居住環境の整備

補助額

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略

上限150万円

項：(1) 都市計画費

上限200万円

7,964

予 算 科 目

第４次高砂市総合計画後期基本計画

１－１－４　空き家の利活用

住宅型〈一般タイプ〉、事業所型

　空家等対策推進事業

・適切な管理が行われていない空家等が防災、衛生、景観等多岐にわたる問題を生じさせ市民生

活に影 響を及ぼしており、市民の生命、身体及び財産の保護並びに良好な生活環境の保全を図

るため、「高砂市空家等の適正な管理に関する条例」が平成28年4月1日に施行されました。

・空家等に対し措置ができるようになったため、平成３０年３月に空家等対策計画を策定することに

より、空家等に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、公共の福祉の増進と地域の振興を図り

ます。

・計画に基づく空家等対策の施策の一つとして、空き家の活用支援事業及び老朽危険空き家の除

却支援事業を創設し、にぎわいの創出と地域の活性化を図り、もって安全で安心なまちづくりの推

進と良好な居住環境の整備改善を図ります。

・空き家活用支援事業

市内の空き家に居住しようとする者、空き家を所有し、賃貸住宅として活用しようとする者

又は空 き家を事業所として活用しようとする者に対し、その居住又は活用の経費の一部

を補助します。

・補助金 7,964千円

空き家活用支援事業 住宅型〈一般タイプ〉、事業所型 1,600千円×2件=3,200千円

住宅型〈若年・子育て支援タイプ〉 2,100千円×1件=2,100千円

・国庫支出金 除却 1,332千円

・県支出金 除却666千円＋活用2,800千円＝3,466千円

・市の負担額 3,166千円

・老朽危険空き家除却支援事業

倒壊等により周辺に危険が及ぶおそれのある空き家を除却しようとする者に対し、その

経費の一部を補助します。

移転費：10万円（実費額を上限とする。）
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千円

　　　【担当課： まちづくり部まちづくり推進室都市政策課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

５－３－１　快適な居住環境の整備

１－１－３　良好な住宅地の確保

　住生活基本計画策定事業 当初予算額 4,843

予 算 科 目

第４次高砂市総合計画後期基本計画

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略

款：⑨ 都市計画費 項：(1) 都市計画費 目：1 都市計画総務費

・住生活基本法の規定に基づき定められている「住生活基本計画（全国計画）」及び「兵庫

県住生活基本計画（都道府県計画）」を踏まえ、本市の地域特性等に配慮した住宅施策に

関する基本計画の策定します。

魅力あるまちづくりを実現するため、市民・事業者・行政の三者が協働し、これからも暮ら

し続けたいと思えるまちづくりを目指します。

債務負担行為により平成２９年度から平成３０年度の２箇年で計画を策定します。

※平成29年5月26日 高砂市住生活基本計画策定業務委託契約（契約金額7,311,600円）

平成29年度支払予定額 2,871,720円 平成30年度支払予定金額 4,439,880円

【平成２９年度実施予定業務策定】

①高砂市住生活基本計画策定委員会の設置

②本市における住宅事情等の現状と問題点の把握

③住まいに関する市民ニーズの把握（アンケート調査）

④関連計画（都市計画マスタープラン等）の整理

⑤公営住宅の課題分析

【平成３０年度実施予定業務】

①今後の住宅施策の方針・目標検討

②本市における住宅施策の推進方策の検討

③公営住宅の供給における目標設定

④計画の策定及び市営住宅再生マスタープランの見直し

⑤計画等の製本

・報償費 ２８８千円

・事務費 １１５千円

・委託料 ４，４４０千円

・国庫支出金 ２，２２０千円

・市の負担額 ２，６２３千円
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千円

　　　【担当課： まちづくり部まちづくり推進室都市政策課】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

５－３－１　快適な居住環境の整備

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略 ４－１－１　駅前再整備とコンパクトシティの検討

第４次高砂市総合計画後期基本計画

　立地適正化計画策定事業 当初予算額 5,113

予 算 科 目 款：⑨ 都市計画費 項：(1) 都市計画費 目：1 都市計画総務費

・委託料 ５，０００千円
・事務費 １１３千円

・国庫支出金 ２，５００千円

・市の負担額 ２，６１３千円

・財政効率の高さは人口密度の高低と相関関係にあると指摘されています。そのため、人口減

少に伴う市街地のスポンジ化は、市の財政効率を著しく低下させる恐れがあると考えられます。

立地適正化計画の策定は、都市のコンパクト化を促進することで、人口減少に伴う財政効率

の低下を防ぐことを目的とします。そのために、本計画では、既成市街地への居住誘導（市街地

のスプロール化の抑制）とそのための都市的サービス施設の集約立地に関する方策（都市機能

誘導区域）を策定します。

・平成２９年度から平成３１年度の３箇年で計画を策定します。

※平成２９年６月６日 高砂市立地適正化計画策定業務委託契約（契約金額7,538,400円）

・平成29年度支払予定額 2,000,000円・平成30年度支払予定額 5,000,000円

・平成31年度支払予定額 538,000円

【平成２９年度実施予定業務策定】

・各種統計データの整理及び地理情報システムによる地図データ化

・生活サービス施設の立地状況調査

・アンケート調査による市民の生活実態の把握

・地区カルテの作成

【平成３０年度実施予定業務】

・地区カルテ及び用途地域区分を基に居住誘導区域を設定

・地区カルテ及び生活サービス施設の立地状況を基に都市機能誘導区域を設定

・アンケート調査の結果及び地図データ化した各種統計データを基に公共交通網の見直し

・素案の作成と庁内調整

【平成３１年度実施予定業務】

・将来目標の設定

・都市計画審議会による審議

・県及び国との調整

・計画書の作成
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千円

　　　【担当課： まちづくり部まちづくり推進室都市政策課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

　山電高砂駅南周辺整備事業 当初予算額 5,031

予 算 科 目 款：⑨ 都市計画費 項：(1) 都市計画費 目：1 都市計画総務費

　市の玄関口としての山陽電鉄高砂駅南地区は、市内唯一の商業地域に位置しているにも関わらず、老
朽化が進む低層商店街や駐輪場等低土地利用の状況にあります。また、中心市街地への人動線や狭小
な駅前空間への通過車両の進入など喫緊の課題があるため、駅南地区の土地利用の高度化、人及び車
動線を整理し、市南部の玄関口としての機能及び魅力ある都市的景観を創出し、定住促進と地区の活性
化を図ります。

・まちづくり協議会（仮称）の設置と地元協議
市、山陽電鉄、地権者、関係団体（駅前商店街、自治会、商工会議所、水利組合、企業）等

・基本構想の策定
駅前広場の機能強化を図り、交通結節点としての利便性の向上を目指すとともに、駅へのアクセスの整備
や街の賑わいの創出、来訪者への情報発信の場として整備するための基本計画を策定します。

５－３－１　快適な居住環境の整備

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略 ４－１－１　駅前再整備とコンパクトシティの検討

第４次高砂市総合計画後期基本計画

・委託料 ５，０３１千円

・市の負担額 ５，０３１千円
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　　　　当初予算額 26,600 千円

　　　【担当課： まちづくり部土木管理室建設課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

　米田８０・８８号線道路整備事業

予 算 科 目 款：⑧ 土木費 項：(2) 道路橋りょう費 目：3 道路新設改良費
第４次高砂市総合計画後期基本計画

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略

５－３－２　安全で快適な道路・交通施設の整備

・県施行の法華山谷川改修工事に併せ、米田８０・８８号線道路を幅員４ｍ確保し
た道路に整備します。
・自動車通行不能区間の解消及び防災環境の改善を図ります。

・全体延長 Ｌ＝５８０ｍ

平成３０年度
施工延長 Ｌ＝２６０ｍ
平成３１年度
施工延長 Ｌ＝３２０ｍ

舗装工 ９１０㎡

排水構造物工
側溝工 １９１ｍ
管きょ工 φ６００×５ｍ

防護柵工 ７５ｍ

・工事請負費 ２５，６００千円

・補償補填及び賠償金 １，０００千円

・地方債 ２３，９００千円

・市の負担額 ２，７００千円
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　　　【担当課： まちづくり部まちづくり推進室都市政策課】

　　事業の目的、効果

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

　高砂市では、平成22年に兵庫県により策定された「都市計画道路網見直しガイドライン」に基づき、約19.3kmの長
期未着手都市計画道路の廃止等見直しの検証を行い、平成28年3月に約22%にあたる4.3kmを都市計画変更手続
きにより廃止しました。
　一方、播磨臨海地域道路周辺においては、播磨臨海地域道路のルートが確定していなかったため、見直しの対
象外としていましたが、播磨臨海地域道路のルート決定が具体化するため、改めて播磨臨海地域道路の影響を考
慮した都市計画道路網の見直しを行います。
  播磨臨海地域道路に係る県及び３市２町（高砂市、姫路市、加古川市、稲美町、播磨町）において道路網見直し
作業に着手し、広域幹線道路ネットワークに対応した高砂市内の都市計画道路網を構築します。

・都市計画道路の廃止存続形態の検証。
　　－これによって、路線機能を踏まえた都市計画道路網の構築行います。

・播磨臨海地域道路ルートを考慮し、都市計画道路の延伸・新規の検証
　　－これによって、播磨臨海地域道路を踏まえた交通量配分を行い、都市計画道路の延伸や新規必要な道路の
検証を行います。

５－３－２　安全で快適な道路・交通施設の整備

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略 ４－１－２　公共交通網の拡充、都市計画道路の整備

第４次高砂市総合計画後期基本計画

予 算 科 目 款：⑨ 都市計画費 項：(1) 都市計画費 目：1 都市計画総務費

当初予算額 4,800 千円
　播磨臨海地域道路網計画策定事業

・委託料 ４，８００千円

・国庫支出金 １，６００千円

国道２号

①大塩曽根線
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千円

　　　【担当課： まちづくり部まちづくり推進室都市政策課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

　連続立体交差推進事業 当初予算額 10,557

予 算 科 目 款：⑨ 都市計画費 項：(1) 都市計画費 目：1 都市計画総務費

５－３－２　安全で快適な道路・交通施設の整備

４－１－１　駅前再整備とコンパクトシティの検討

第４次高砂市総合計画後期基本計画

（効　果）
  ① 踏切に起因する交通渋滞や事故の解消
  ② 道路網の整備
  ③ 工業地域からのアクセスの向上
  ④ 鉄道によって分断されていた市街地の一体化
  ⑤ 高砂駅周辺の中心市街地の再生
  ⑥ 鉄道施設の改良による利便性や安全性の向上
  ⑦ 高架下の有効活用
  ⑧ 地下通路の解消

４－１－２　公共交通網の拡充、都市計画道路の整備

・連続立体交差事業の実現可能性調査・検討
  事業に伴う課題や効果等を調査し、事業を行うこ
とによる費用対効果を算出し、調査費補助採択に
向けての検討を行います。

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略

  高砂駅の連続立体交差化計画は、約2.2ｋｍの区間について鉄道を高架化し、道路と鉄道を連続的に立
体交差化の検討をするものであり、この計画の実施により７箇所の踏切が除却され、踏切での慢性的な
交通渋滞の解消、道路と鉄道それぞれの安全性の向上が図られるとともに、鉄道を境に南北に形成され
ている地域が一体化され、安全で快適なまちづくりが実現されます。

・負担金補助及び交付金 ５，２５０千円

・委託料 ５，１２０千円

・県支出金 ５，１２０千円

・市の負担額 ５，４３７千円
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千円

　　　【担当課： 生活環境部環境経済室産業振興課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

第４次高砂市総合計画後期基本計画 ６－３－１　地域資源をいかした観光と地域交流

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略

3,000

目：4 観光費

３－４－１　観光資源の発掘と活用

観光振興事業（歴史文化活用地域活性化推進事業） 当初予算額

予 算 科 目 款：⑦ 商工費 項：(1) 商工費

堀川周辺地区建物基本計画（H28.3策定）の方針に基づき、平成28年度から３箇年、歴史・文

化・観光の拠点をつくるために、工楽家旧宅並びに関連する周辺整備を行い、平成30年3月末に

整備が完了する予定です。
修復した工楽松右衛門旧宅及び遺構を含む駐車場等施設の情報発信や積極的な活用を推進

することにより、市内外からの来訪者の増大を図るとともに兵庫県歴史的景観形成地区の堀川
周辺地区の活性化に繋げていきます。

・歴史文化活用地域活性化推進事業委託

工楽松右衛門旧宅及び堀川周辺地区を活
用した地域活性化事業を委託します。

（委託内容）
・工楽松右衛門と工楽家及び堀川周辺地区

等の情報コンテンツ開発・制作
・工楽松右衛門旧宅等でのワークショップ

等の開催
・工楽松右衛門旧宅及び堀川周辺地区を紹

介するパンフレット等の作成
・工楽松右衛門旧宅及び堀川周辺地区等を

・委託料 ３，０００千円

・市の負担額 ３，０００千円

（工楽松右衛門旧宅完成予想図）
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　　　　当初予算額 18,000 千円

　　　【担当課： まちづくり部土木管理室建設課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

（誘導サインイメージ図）

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略 ３－４－２　観光拠点の整備

　高砂・堀川周辺地区整備事業

予 算 科 目 款：⑧ 土木費 項：(2) 道路橋りょう費 目：3 道路新設改良費
第４次高砂市総合計画後期基本計画 ６－３－１　地域資源をいかした観光と地域交流

・工事請負費 １８，０００千円

・県支出金 ６，５００千円

・市債 １０，３００千円

・市の負担額 １，２００千円

・歴史・文化・観光拠点の工楽家住宅来訪者のため、県のふるさと創生推進事業

補助金を活用し、景観に配慮した道路舗装改修を行います。

・あわせて案内板等を設置します。

高砂・堀川周辺地区道路整備工事費

カラー舗装 ５５０㎡

誘導サイン ２基

・高砂・堀川周辺地区整備事業において、歴史・文化・観光拠点として整備する工楽家旧

宅周辺への来訪者のために道路舗装の改修を実施することにより、魅力あるまちづくりを

発信します。
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千円

　　　【担当課： 企画総務部経営企画室 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

目：6 企画費

７－１－１　効果的・効率的な行政運営

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略 ４－３－１　新庁舎構想の推進と行政経営の効率化

第４次高砂市総合計画後期基本計画

 公共施設保全計画策定事業 当初予算額 14,000

予 算 科 目 款：② 総務費 項：(1) 総務管理費

・委託料 １４，０００千円

・国庫支出金 １，９９８千円
・市の負担額 １２，００２千円

平成２９年１月に策定した高砂市公共施設等総合管理計画の基本方針に基
づき、施設の長寿命化の方向性及び施設の老朽化対策や機能の充実などに
係る費用を算定するために実施します。

平成３１～３２年度に策定する（仮称）高砂市公共施設等全体最適化計画の
更新費用を平準化する資料とするものです。

・ 平成３０、３１年度２ヵ年事業（債務負担行為）

予算額 ２，４１２万円（平成３０年度１，４００万円、平成３１年度１，０１２万円）

・ 想定業務内容
①公共施設の現状把握

・劣化調査及び劣化診断
・劣化状況評価

②保全計画基本方針の策定
・施設優先度の設定
・目標耐用年数の設定
・長寿命化の定義
・長寿命化対象の判断基準
・改修等の整備水準の策定

③保全計画の作成
・保全コストの算出
・保全コストの平準化、調整
・実行計画の作成
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千円

　　　【担当課： 企画総務部総務室総務課 】

　　事業の目的、効果
　

　　内容

　　主な経費

　　財源内訳

た か さ ご 未 来 総 合 戦 略

款：② 総務費 項：(1) 総務管理費 目：23 庁舎建設費

７－１－１　効果的・効率的な行政運営

４－３－１　新庁舎構想の推進と行政経営の効率化

　新庁舎建設事業 当初予算額 220,732

予 算 科 目

第４次高砂市総合計画後期基本計画

新庁舎の構造や配置、各階の基本的なレイアウト等をまとめた基本設計書に基づき、工
事の発注のために更に詳細な設計を行う実施設計の策定を行います。

また、新庁舎建設に先立ち、本体工事の着手を円滑に行うため、既存の公用車車庫等
附属建物の解体や来庁者・職員駐車場の仮整備を実施するなどの先行工事を着手します。

このほか、庁舎建設後の管理・運用に係る先進自治体への視察と調査・研究を行います。

・新庁舎建設工事設計業務委託（実施設計）

・新庁舎建設工事影響事前調査業務委託（周辺建物・テレビ電波障害）

・新庁舎建設先行工事

・新庁舎建設準備経費（事務費、建築申請手数料など）

委託料 ８２，２５６千円

工事請負費 １３２，０００千円

事務費 ６，４７６千円

・国庫支出金 １１，０２３千円

・市債 １４４，３００千円

・諸収入 ３千円

・市の負担額 ６５，４０６千円
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